
マテリアリティ
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社会の実現
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グループ経営理念・長期ビジョン

価値創造の基盤

安全・安心な
生活環境

循環型
経済形成

強靭な
社会インフラ

迅速な
災害対応

グループガバナンス・コンプライアンス

［事業活動］ ［Outcome］［Output］［経営資本］

太平洋セメントの強み　─ 競争優位の源泉 ─
［経済的価値（2023年度）］
売上高
（前年比増収） 8,863 億円
営業利益
（前年比増益） 565 億円
配当総額
（株主還元、安定配当） 82 億円
設備投資
（維持・成長分野） 894 億円
研究開発費
（研究・知的財産分野） 57 億円

［社会的価値（2023年度）］

セメント・骨材他 4,105 万トン

生コンクリート 856 万㎥

廃棄物・副産物処理量 681 万トン

外部経済効果（単体） 886 億円

ネットCO₂
排出原単位削減率
 （2000年度比） 9.8 %削減
エネルギー代替の
使用率
 （化石エネルギー削減貢献） 20.7 %
従業員エンゲージメント
総合スコア（従業員・単体） 67.8 
新任管理職女性比率
（従業員・単体） 11.4 %

販売

物流／
供給

原料調達
生産

研究開発

回収／
再利用

安全・安心な
社会を支える

セメント・石灰石の
トップ

サプライヤー

継続した
成長投資を
支える安定した
財務基盤

環太平洋の
成長市場を
取り込んだ
グローバル
ネットワーク

多様性に富んだ
人的資本

世界
トップレベルの
セメント製造・
廃棄物

リサイクル技術

人的資本　
従業員数（2023年度末現在）

12,540名

社会関係資本　

IR活動実績（2023年度）

219回

地域社会とのエンゲージメント
（2023年度）

4,895件

知的資本　
保有特許（2023年度末現在）

国内1,509件
海外      303件

製造資本　
国内クリンカ生産能力（2023年度）

17,058千トン
海外クリンカ生産能力（2023年度）

9,720千トン

自然資本
保有石灰石鉱山（2023年度末現在）

19鉱山
廃棄物・副産物の利用（単体）（2023年度）

421.9kg/トン-セメント

財務資本　
格付（2024年8月現在）

JCR

R&I

A+
A

世界トップレベルの製造技術と環太平洋を中心とした供給能力を最大限に活かし、
持続可能な社会の実現に向け、経済的価値と社会的価値をともに生み出していきます。
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価値創造ストーリー

マテリアリティ

● マテリアリティと主なKPI一覧
側
面

マテリアリティ
（関連するSDGs） 取り組みテーマ 目標・KPI等 関連する基準・目標・ 

ガイドライン等

財
務
側
面

カーボンニュートラル
の実現

 
CO2排出量削減

・カーボンニュートラル実現（2050年度）
・ CO2排出原単位20％以上削減 
（2030年度、2000年比）
・ 国内CO2排出総量40％以上削減 
（2030年度、2000年比）

カーボンニュートラル 
戦略2050

循環経済実現への 
貢献

 

代替原燃料使用の 
推進

廃棄物排出量削減

・ 廃棄物等利用原単位 
400kg/トン-セメント以上を維持

・廃棄物最終処分量40トン以下を維持

GCCA代替原燃料 
ガイドライン

持続可能な
サプライチェーン

  

サステナビリティ 
アセスメント

・ 主要サプライヤーのアセスメント率 
75％ (2030年度)

GCCA 
サプライチェーン・ 
ガイドライン

国土強靭化への貢献

  
製品の安定供給 
体制の維持

・ 安定供給を維持するための 
工場設備更新の実施

・重大品質クレーム0件
ISO9001

環
境
・
社
会
側
面

生物多様性

 
鉱山回復計画の 
策定 ・回復計画策定率90％以上 GCCA生物多様性 

ガイドライン

水源保全

 
水資源の管理 ・淡水使用原単位の管理推進

GCCA 
サステナビリティ 
フレームワーク・ 
ガイドライン

安全で健康な 
職場づくり

 

災害の発生防止

健康経営の推進
・死亡災害ゼロ 1

・定期健康診断受診率100% 2

1  CSR目標2025
2  社内環境整備方針

ダイバーシティ& 
インクルージョン

 
女性活躍の推進

・女性従業員比率 10%以上 1  3

・女性管理職比率 (2030年) 5%以上 3  
(2026年) (3%以上) 3

・女性採用比率 30%以上 1

・新任管理職の女性比率 10%以上 1

1  CSR目標2025
3   26中期経営計画 

サステナビリティ 
目標

人権の尊重

 

人権デュー 
デリジェンスの 
推進

・ 計画的な人権デューデリジェンスの実施と
是正・対応 国連・政府等の基準

ステークホルダー 
エンゲージメント

  

株主・投資家との 
エンゲージメント

地域との 
コミュニケーション

・ 株主・投資家とのエンゲージメント 
220件/年以上

・ 地域社会とのエンゲージメント 
1,500件/年以上

GCCA 
サステナビリティ 
フレームワーク・ 
ガイドライン

グループガバナンス

 
内部通報制度の 
グローバル化

・ 内部通報制度のカバレッジ 
90％以上（2030年度）

※カバレッジ= 
導入社数/対象子会社

企業倫理・ 
コンプライアンス

 

コンプライアンス
教育

・ 行動基準研修(e-ラーニング)受講率 
90％以上を維持

GCCA 
サステナビリティ 
フレームワーク・ 
ガイドライン

課題を抽出し、
テーマ別に分類

各種開示ガイドラインやESG評
価機関の評価項目などを参考※

にし、またESG面談などによるス
テークホルダーからの意見や情
報、第三者からの意見、当社の
沿革や強み、さらには各関係部
との意見交換を行い、事業内容
の固有の課題を抽出し、それら
の課題をテーマ別に分類

テーマの優先順位づけと整理

・  ステークホルダーにとって、当社グループにとって
の重要度を両軸でマッピングしたテーマ候補を選定

・  ステークホルダーにとっての重要度においては、投
資家などとのESG面談における意見や情報を参考
に関心事項や重要事項を評価

・  当社グループにとっての重要度においては、ダブル
マテリアリティの原則に則り、当社が環境・社会に対
して中長期にわたり与えるインパクトを考慮して評価

妥当性の確認

特定したマテリアリ
ティについて、最終的
にサステナビリティ
経営委員会、経営会
議で審議し、妥当性
を確認

特定されたマテリアリティ
　重要度が「きわめて高い」「より高い」12テーマをマテリアリティとしました。

太平洋セメントグループにとっての重要度

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

高い

き
わ
め
て
高
い

よ
り
高
い

高
い

より高い きわめて高い

● 環境配慮型製品の普及

● 環境負荷の低減

● DX推進

●  生物多様性
●  水源保全
●  持続可能なサプライチェーン

●  ダイバーシティ&インクルージョン
●  人権の尊重
●  ステークホルダーエンゲージメント
●  企業倫理・コンプライアンス

● リスク管理（危機管理）

●  カーボンニュートラルの実現
●  循環経済実現への貢献

●  安全で健康な職場づくり 
●  国土強靭化への貢献
●  グループガバナンス

● 人材育成

Step1 Step2 Step3

マテリアリティ

　当社グループは、140年以上にわたり高品質のセメントや建設資材を社会に供給し、インフラや生活環境を支えるととも
に、地球環境に配慮した事業活動を行ってきました。これらの経験に基づき、気候変動をはじめ直面する様々な環境や社会
の課題への取り組みにおいて、目指すべき姿や方向性の整理のためにマテリアリティを特定しました。

マテリアリティの特定プロセス
　課題の抽出から妥当性の確認までを3つのステップで実施しました。その結果、財務側面および環境・社会側面から計
12項目のマテリアリティを特定しました。

● 財務側面
● 環境・社会側面

※  SDGs、ISO26000、GRIスタンダード、ESG評価機関の評価項目、GCCAサステナビリティ・フレームワークなど

2928


